
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

倔倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐

倔
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐

倔倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐倐

倔
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐
倐

て
か
ら
ま
も
な
く
１
年
と
な

り
、
１
年
経
過
時
点
で
の
状
況

を
確
認
す
る
た
め
、
25
年
４
月

以
降
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
。
課
題
を
抽
出
し
て
今
後

の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い

く
。

（
稲
井
日
菜
子
）

を
報
告
。
24
年
４
月
に
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ

長
も
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条

件
改
善
の
た
め
働
き
方
改
革
の

重
要
性
な
ど
に
対
す
る
周
知
や

荷
主
へ
の
配
慮
の
要
請
な
ど
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
述
べ
た
。

23
年
５
月
の
福
島
県
協
議
会

で
は
、
福
ト
協
で
実
施
し
た
、

24
年
問
題
へ
の
対
応
の
実
態
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

題
』
に
直
面
し
危
機
感
を
持
っ

て
対
応
し
て
い
る
。
物
流
事
業

者
と
荷
主
の
本
気
の
対
応
に
心

か
ら
感
謝
す
る
。
運
輸
局
と
し

て
も
体
制
整
備
に
努
め
て
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
。

福
島
労
働
局
の
井
口
真
嘉
局

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
加
え
て

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適

用
さ
れ
、
『
２
０
２
４
年
問

長
時
間
労
働
に
つ
い
て
の
情
報

共
有
や
、
そ
の
改
善
に
関
す
る

施
策
の
共
有
を
テ
ー
マ
に
議
論

を
展
開
し
た
。

東
北
運
輸
局
自
動
車
交
通
部

の
佐
々
木
敏
部
長
が
「
ト
ラ
ッ

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取

引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
福
島

県
協
議
会
（
今
野
順
夫
座
長
、

福
島
大
学
名
誉
教
授
）
が
７

日
、
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
本

部
で
開
か
れ
た
。
取
引
環
境
と

け
、
福
島
県
警
は
毎
月
22
日
を

飲
酒
運
転
の
取
り
締
ま
り
強
化

日
と
す
る
こ
と
を
発
表
。
そ
ん

な
中
、
２
月
21
日
に
福
島
県
広

野
町
で
事
業
用
大
型
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
飲
酒
運
転
事
故
が
発
生

し
、
22
日
に
郡
山
市
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
逮
捕
さ
れ
た
。

小
野
田
支
部
長
は
「
交
通
安

全
活
動
に
注
力
し
て
き
た
が
、

こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
残
念

に
思
う
。
今
日
の
研
修
を
機
に

気
を
引
き
締
め
て
事
故
防
止
を

徹
底
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。

（
稲
井
日
菜
子
）

交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

長
森
紀
紘
氏
は
「
ト
ラ
ッ
ク
事

故
防
止
総
集
編
～
事
故
の
実
態

と
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
講
義
。
事
故
の
瞬
間
を
捉
え

た
動
画
を
活
用
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
同
氏
が
同
支
部
で
行
っ

た
４
回
の
講
習
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
を
振
り
返
っ
た
。

郡
山
駅
前
で
１
月
22
日
、
19

歳
の
受
験
生
が
飲
酒
運
転
の
軽

自
動
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
す
る

事
故
が
起
き
た
。
こ
れ
を
受

り
、
会
員
ら
は
事
故
防
止
に
向

け
、
改
め
て
気
を
引
き
締
め

た
。郡

山
警
察
署
の
相
良
昭
博
交

通
第
一
課
長
が
「
交
通
事
故
の

防
止
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
。
事
故
事
例
を
紹
介
し
な

が
ら
、
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
を

訴
え
た
上
で
具
体
的
な
事
故
防

止
対
策
を
説
明
し
た
。

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
県

中
支
部
（
小
野
田
弘
明
支
部

長
）
は
７
日
、
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
で
事
故
防
止

講
習
会
を
開
い
た
。
会
場
近
く

で
は
１
月
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
て
お

よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
分
か
り

や
す
い
歌
詞
を
意
識
し
た
」
と

説
明
。

岩
部
氏
は
「
北
海
道
の
人
な

ら
誰
も
が
耳
に
し
た
こ
と
の
あ

る
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
や
人
気
ア
ニ
メ

の
曲
を
担
当
し
た
島
み
や
さ
ん

に
曲
を
作
っ
て
い
た
だ
け
て
、

設
立
10
周
年
の
良
い
記
念
に
な

っ
た
。
当
社
の
認
知

度
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、
社
員
の
絆
を
深

め
る
ツ
ー
ル
に
も
し

て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

（
高
清
水
彩
）

「
は
こ
べ
、
い
わ
べ
」
は
、
４

月
か
ら
放
送
予
定
の
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
で
使
用
。
韻
を
踏
ん
だ
キ
ャ

ッ
チ
ー
な
歌
詞
と
軽
快
な
メ
ロ

デ
ィ
ー
で
同
社
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

島
み
や
さ
ん
は
「
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
世

代
の
方
に
覚
え
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
シ
ン
プ
ル
で
頭
に
残
る

た
。選

ば
れ
た
曲
の
タ
イ
ト
ル
は

「
手
か
ら
手
へ
」
。
大
切
な
人

に
真
心
と
一
緒
に
荷
物
を
届
け

た
い
と
い
う
思
い
を
爽
や
か
で

優
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ

た
。
完
成
し
た
曲
を
聴
い
た
社

員
か
ら
は
、
「
歌
詞
が
会
社
の

理
念
と
ぴ
っ
た
り
」
「
歌
詞
も

曲
も
好
き
」
な
ど
と
好
評
で
、

今
後
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
開
す
る
ほ

か
、
カ
ラ
オ
ケ
で
の
配
信
も
検

討
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
投
票
で
僅

き
ん

差さ

だ
っ
た

に
依
頼
。
島
み
や
さ
ん
は
、
北

海
道
を
中
心
と
し
た
様
々
な
企

業
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
の
制
作
に
加

え
、
ア
ニ
メ
「
ひ
ぐ
ら
し
の
な

く
頃
に
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ

ー
マ
の
作
詞
と
歌
唱
も
担
当
し

て
い
る
。

制
作
に
当
た
り
、
岩
部
社
長

が
島
み
や
さ
ん
に
同
社
の
事
業

内
容
や
企
業
理
念
を
説
明
。
最

初
に
、
サ
ビ
部
分
の
み
の
３
曲

の
候
補
を
用
意
し
て
も
ら
い
、

社
員
投
票
に
よ
り
、
フ
ル
コ
ー

ラ
ス
で
制
作
す
る
曲
を
決
め

い
わ
べ
物
流
（
岩
部
俊
社

長
、
札
幌
市
西
区
）
は
、
設
立

10
周
年
を
記
念
し
て
社
歌
を
制

作
し
た
。
４
月
か
ら
放
送
を
開

始
す
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
使
用
す

る
ほ
か
、
今
後
、
動
画
投
稿
サ

イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
や
写

真
共
有
ア
プ
リ
「
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
」
な
ど
で
も
公
開
予
定
。

会
社
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
認

知
度
向
上
に
役
立
て
て
い
く
。

作
詞
作
曲
と
歌
唱
は
、
札
幌

市
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
・
島
み
や
え
い
子
さ
ん

リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
中
西
（
中
西

哲
也
社
長
、
同
）
も
協
力
し
て

い
る
。

（
朽
木
崇
洋
）

い
る
。
今
年
は
例
年
よ
り
台
数

を
増
や
し
、
よ
り
多
く
除
排
雪

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
24
年
か

ら
は
、
清
掃
・
美
装
会
社
の
ク

の
一
環
と
し
て
、
卒
業
式
前
に

例
年
実
施
し
て
い
る
。

大
型
ダ
ン
プ
と
タ
イ
ヤ
シ
ョ

ベ
ル
を
出
動
さ
せ
、
学
校
の
雪

を
運
び
出
し
た
。
伊
藤

社
長
は
「
卒
業
す
る
子

ど
も
た
ち
が
気
持
ち
よ

く
最
後
の
登
下
校
を
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。２

０
２
２
年
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

栄
冠
運
輸
（
伊
藤
尚
宣
社

長
、
北
海
道
滝
川
市
）
は
15

日
、
滝
川
市
の
小
学
校
４
校
の

除
排
雪
を
行
っ
た
。
地
域
貢
献

容
の
ほ
か
、
４
月
以
降
の
物
流

事
業
者
の
労
働
時
間
の
実
態
、

最
近
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
関

す
る
取
り
組
み
、
新
物
流
２
法

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明

し
た
。

（
鈴
木
明
香
理
）

集
約
化
、
車
建
運
賃
へ
の
切
り

替
え
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ

メ
ン
に
よ
る
集
中
監
視
月
間

（
24
年
６
、
11
月
）
の
活
動
内

り
の
積
載
率
確
保
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
、
従
来
か
ら
個
建
て

運
賃
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
安

定
し
た
取
引
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
な
ど
の
課
題
を
指
摘
し

た
。
改
善
に
向
け
集
配
拠
点
の

進
め
て
い
る
。

野
菜
の
物
流
効
率
化
の
取
り

組
み
で
も
、
発
荷
主
や
運
送
事

業
者
２
社
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
年

々
野
菜
の
生
産
量
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
１
台
当
た

ム
化
を
進
め
て
お
り
、
23
年
産

で
は
統
一
フ
レ
コ
ン
40
万
枚
を

導
入
し
、
パ
レ
ッ
ト
輸
送
は
30

県
以
上
に
拡
大
。
こ
の
ほ
か
、

コ
メ
専
用
列
車
の
定
期
運
行
や

異
業
種
会
社
と
の
共
同
輸
送
を

告
し
た
。
コ
メ
の
物
流
効
率
化

に
つ
い
て
は
、
輸
送
力
確
保
の

た
め
、
Ｊ
Ａ
全
農
主
導
に
よ
り

全
農
統
一
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン

テ
ナ
の
普
及
拡
大
や
紙
袋
輸
送

の
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ

ン
の
活
動
な
ど
を
報
告
し
た
。

岩
手
運
輸
支
局
は
、
２
０
２

４
年
度
に
実
施
を
延
期
し
た
コ

メ
の
輸
送
を
対
象
に
し
た
実
証

事
業
に
つ
い
て
、
対
象
団
体
へ

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、
現

状
で
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
た
め
中
止
と
し
た
、
と
報

県
協
議
会
（
宇
佐
美
誠
史
座

長
、
岩
手
県
立
大
学
准
教
授
）

は
12
日
、
物
流
効
率
化
に
向
け

た
取
り
組
み
内
容
を
示
す
と
と

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取

引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
岩
手

の
徹
底
に
努
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
」
と
あ
い
さ
つ
。

潮
田
菊
郎
適
正
化
事
業
部
長

が
「
巡
回
指
導
に
お
け
る
重
点

項
目
と
運
行
管
理
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
化
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
巡
回
時
に
過
労
防
止
や
特

別
指
導
、
適
性
診
断
の
項
目
で

指
摘
が
多
い
状
況
を
説
明
し
、

２
０
２
５
年
度
の
方
針
と
し
て

①
改
善
基
準
告
示
特
例
項
目
の

周
知
②
Ｃ
（
普
通
）
評
価
事
業

所
の
巡
回
間
隔
の
短
縮
③
ア
ナ

ロ
グ
運
行
記
録
計
記
載
内
容
の

指
導
強
化


な
ど
を
示
し

た
。自

動
点
呼
に
関
し
て
は
、
東

海
電
子
と
Ｎ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
開
発

の
担
当
者
ら
が
実
演
を
交
え
て

説
明
。
秋
田
県
は
物
流
効
率
化

等
支
援
と
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推

進
モ
デ
ル
、
秋
田
の
物
流
体
制

構
築
加
速
化
の
各
事
業
の
補
助

内
容
を
紹
介
し
、
申
請
か
ら
補

助
金
交
付
ま
で
の
流
れ
に
つ
い

て
情
報
提
供
し
た
。（

今
松
大
）

秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
長

距
離
輸
送
部
会
（
嶋
田
誠
部
会

長
）
は
６
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、

適
正
化
事
業
部
の
巡
回
指
導
に

お
け
る
重
点
項
目
や
自
動
点
呼

に
つ
い
て
の
最
新
情
勢
な
ど
を

学
ん
だ
。
秋
田
県
か
ら
物
流
効

率
化
を
支
援
す
る
補
助
金
の
情

報
提
供
も
行
わ
れ
た
。

嶋
田
部
会
長
が
「
燃
料
価
格

高
騰
な
ど
長
距
離
輸
送
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
我

々
は
、
そ
う
し
た
中
で
も
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）

２
法
の
ポ
イ
ン
ト
や
パ
レ
ッ
ト

の
標
準
化
に
向
け
た
取
り
組
み

状
況
、
標
準
的
な
運
賃
を
活
用

し
た
運
賃
交
渉
の
促
進
な
ど
に

つ
い
て
も
述
べ
た
。(

今
松
大)

た
21
年
度
と
比
較
し
て
約
40
分

減
少
し
た
も
の
の
、
荷
待
ち
時

間
と
荷
役
時
間
の
合
計
は
ほ
ぼ

横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
た
こ
の
ほ
か
新
物
流

泰
会
長
）
な
ど
で
組
織
す
る
秋

田
青
果
物
流
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
協
議
会
が
取
り
組
む
首
都

圏
へ
の
青
果
物
物
流
の
効
率
化

を
図
る
実
装
事
業
の
進

し
ん

捗
ち
ょ
く

報

告
も
あ
っ
た
。

秋
運
支
局
が
、
国
土
交
通
省

が
24
年
秋
に
調
査
し
た
ド
ラ
イ

バ
ー
１
運
行
当
た
り
の
平
均
拘

束
時
間
を
発
表
。
前
回
調
査
し

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取

引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
秋
田

協
議
会
（
森
和
彦
座
長
、
秋
田

大
学
名
誉
教
授
）
は
３
日
、
会

合
を
開
き
、
２
０
２
４
年
度
の

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
現
場
で
の
変

化
や
課
題
解
決
に
向
け
た
対
応

策
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
た
。

秋
田
運
輸
支
局
と
秋
田
労
働
局

か
ら
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
秋

田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
近
藤
哲

ム
」
や
車
の
死
角
を
確

認
す
る
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ

ル
、
運
転
中
の
危
険
予

知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

五
つ
の
企
画
を
体
験
。

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み

な
が
ら
、
自
身
の
身
体

機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
や
交

通
ル
ー
ル
を
再
確
認
し

た
。体

験
後
は
、
交
通
標
識
を
使

っ
た
ビ
ン
ゴ
大
会
や
食
事
会
も

行
っ
た
。

（
高
清
水
彩
）

す
る
際
の
注
意
事
項
な
ど
を
解

説
し
た
ほ
か
、
安
全
啓
発
ビ
デ

オ
の
上
映
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
俊
敏
性

を
測
定
す
る
「
ク
イ
ッ
ク
ア
ー

き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
行
っ
て

い
る
」
と
事
業
の
趣
旨
を
説

明
。本

間
支
部
長
は
「
当
支
部
で

は
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
な
社
会
を
目
指
し
、
事
故
防

止
に
向
け
た
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。
一
緒
に
交
通
安
全
の
輪

を
広
げ
、
事
故
ゼ
ロ
の
社
会
を

目
指
そ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

講
話
で
は
、
北
警
察
署
の
遠

藤
辰
哉
交
通
第
一
課
長
と
木
下

大
吾
交
通
第
一
係
長
が
管
内
の

事
故
発
生
状
況
や
道
路
を
横
断

札
幌
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

札
幌
北
支
部
（
本
間
雅
実
支
部

長
）
は
12
日
、
札
幌
北
警
察
署

と
共
催
で
、
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
交
通
安
全
事
業
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
ザ
・
交
通
安
全
」
を
開

い
た
。
地
域
の
高
齢
者
１
０
０

人
が
参
加
し
、
交
通
安
全
を
啓

発
す
る
様
々
な
企
画
を
体
験
し

た
。久

保
和
征
実
行
委
員
長
が

「
安
全
講
話
や
体
験
企
画
を
通

じ
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
社
会
が

訪
れ
る
た
め
の
お
手
伝
い
が
で

（
豊
平
区
）
で
集
配
業
務
を
担

当
す
る
田
中
美
羽

み

ゆ

う

氏
も
出
席

し
、
郵
便
バ
イ
ク
を
前
に
記
念

撮
影
を
行
っ
た
。

の
言
葉
を
述
べ
た
上
で
、
「
全

て
の
道
路
利
用
者
が
安
心
し

て
、
気
持
ち
よ
く
通
行
で
き
る

よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
話
し
た
。
豊
平
郵
便
局

て
交
通
安
全
に
貢
献
し
て
い

く
。宣

誓
式
で
、
淨
土
氏
が
道
警

の
伊
藤
泰
充
本
部
長
に
宣
誓
書

を
手
渡
し
た
。
伊
藤
氏
は
感
謝

「
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ

プ
運
動
」
は
、
歩
行
者
が
被
害

者
と
な
る
交
通
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
道
警
や
道
な
ど
が
呼
び
掛

け
て
い
る
。
信
号
機
の
な
い
横

断
歩
道
で
歩
行
者
と
ド
ラ
イ
バ

ー
が
互
い
に
手
で
合
図
す
る
な

ど
し
て
、
安
全
に
渡
れ
る
よ
う

に
す
る
。

日
本
郵
便
の
北
海
道
支
社
は

初
の
実
践
事
業
所
と
し
て
、
13

日
か
ら
全
道
２
７
６
の
郵
便
局

で
こ
の
運
動
を
実
施
。
安
全
運

転
や
歩
行
者
保
護
を
徹
底
す

る
。
４
月
６
日
か
ら
は
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ぽ
す

く
ま
」
が
描
か
れ
た
ス
テ
ッ
カ

ー
を
道
内
の
郵
便
車
や
郵
便
バ

イ
ク
７
千
台
に
貼
り
、
Ｐ
Ｒ
に

も
協
力
す
る
。
日
本
郵
便
輸
送

の
北
海
道
支
社
や
、
北
海
道
郵

便
逓
送
も
同
様
の
活
動
を
通
じ

動
の
着
実
な
実
施
な
ど
に
よ

り
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
す

取
り
組
み
。
期
間
中
に
「
休
業

災
害
ゼ
ロ
」
な
ど
の
達
成
要
件

を
満
た
し
た
事
業
所
に
は
、
支

部
長
と
陸
災
防
の
宮
城
県
支
部

長
、
石
巻
労
働
基
準
監
督
署
長

の
３
人
連
名
で
認
定
証
が
交
付

さ
れ
る
。
２
０
２
４
年
度
は
８

月
１
日
か
ら
25
年
１
月
31
日
ま

で
ゼ
ロ
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
36
事
業
所
が
目

標
を
達
成
し
た
。
当
日
の
交
付

式
で
は
、
石
巻
労
基
署
の
菅
原

聡
也
署
長
か
ら
達
成
事
業
所
を

代
表
し
て
ア
イ
セ
イ
運
輸
（
相

沢
匡
社
長
、
石
巻
市
）
の
相
沢

彰
宏
取
締
役
に
認
定
証
を
交
付

し
た
。

交
付
式
に
続
い
て
講
習
会
も

開
か
れ
、
石
巻
労
基
署
の
宮
野

幹
二
郎
副
署
長
が
「
安
全
衛
生

管
理
で
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン

ト
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行
っ

た
。
ま
た
、
石
巻
保
健
所
の
健

康
づ
く
り
支
援
班
か
ら
は
「
健

康
経
営
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
話
題
提
供
も
あ
っ
た
。

（
黒
田
秀
男
）

働
基
準
監
督
署
や
陸
上
貨
物
運

送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
の

宮
城
県
支
部
（
高
原
博
支
部

長
）
と
連
携
し
、
労
働
災
害

「
ゼ
ロ
」
運
動
を
展
開
し
て
い

る
。
労
災
防
止
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
安
全
衛
生
活

宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
石

巻
支
部(

武
山
孝
好
支
部
長)

は

14
日
、
労
働
災
害｢

ゼ
ロ｣

運
動

達
成
事
業
所
へ
の
認
定
証
交
付

を
行
う
と
と
も
に
、
労
働
災
害

防
止
の
講
習
会
も
開
催
し
た
。

同
支
部
で
は
毎
年
、
石
巻
労

（
面
担

三
田
澪
）

日
本
郵
便
の
北
海
道
支
社
（
淨
土
英
二
支
社
長
、
札
幌
市
中
央
区
）
と
日
本
郵
便
輸
送
の
北

海
道
支
社
（
及
川
裕
之
執
行
役
員
支
社
長
、
東
区
）
、
北
海
道
郵
便
逓
送
（
中
田
公
成
社
長
、

北
区
）
は
、
北
海
道
警
な
ど
が
交
通
事
故
防
止
に
向
け
推
進
す
る
「
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ

プ
運
動
」
に
取
り
組
む
。
バ
イ
ク
や
車
両
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

ち
ょ
う

付ふ

し
、
周
知
に
も
協
力
。
12

日
、
道
警
本
部
で
宣
誓
式
が
開
か
れ
、
淨
土
支
社
長
と
及
川
支
社
長
、
中
田
社
長
（
北
海
道
郵

便
輸
送
協
会
会
長
）
ら
が
出
席
し
た
。

（
朽
木
崇
洋
）

記
念
撮
影
に
臨
む

岩
部
社
長
（
前
列

左
か
ら
２
人
目
）

と
島
み
や
さ
ん

（
右
隣
）
ら

あ
い
さ
つ
す
る
東
運
局
自
動

車
交
通
部
の
佐
々
木
部
長

ア
イ
セ
イ
運
輸
の
相
沢
取
締

役
㊨
に
労
災
ゼ
ロ
の
認
定
証

を
読
み
上
げ
る
石
巻
労
基
署

の
菅
原
署
長

物
流
効
率
化
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
を
報
告
す
る
岩
運

支
局
の
竹
林
孝
也
・
首
席
運

輸
企
画
専
門
官

減
少
に
対
応
す
る
10
年
計
画
を

推
進
す
る
ほ
か
、
Ｍ
＆
Ａ
（
合

併
・
買
収
）
や
環
境
・
物
流
不

動
産
事
業
を
展
開
。
社
会
課
題

の
解
決
と
持
続
的
成
長
を
目
指

し
て
い
る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ

た
。同

社
は
「
顧
客
価
値
経
営
の

在
り
方
に
つ
い
て
多
く
の
知
見

を
得
る
と
と
も
に
、
ほ
か
の
優

れ
た
企
業
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
更
な
る
成
長
へ
の
気
付
き

を
得
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
」
と
し
て
い
る
。（

今
松
大
）

値
創
造
に
努
め
て
い
く
方
針
を

ス
ピ
ー
チ
し
た
。

同
認
証
は
日
本
生
産
性
本
部

の
経
営
品
質
協
議
会
（
泉
谷
直

木
代
表
）
の
経
営
デ
ザ
イ
ン
認

証
委
員
会
（
渡
邉
光
一
郎
、
山

下
良
則
共
同
委
員
長
）
が
年
１

回
発
表
し
て
い
る
も
の
で
、
ヨ

コ
ウ
ン
は
上
位
認
証
の
「
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
認
証
」
12
組
織
の
一

つ
に
選
ば
れ
た
。

総
合
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
強
み

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
変
化
に
挑

戦
し
て
成
長
し
て
お
り
、
人
口

ヨ
コ
ウ
ン
（
塩
田
充
弘
社

長
、
秋
田
県
横
手
市
）
は
、
組

織
の
在
り
た
い
姿
や
変
革
課
題

を
「
経
営
の
設
計
図
」
で
明
確

化
し
、
経
営
改
革
や
事
業
承

継
、
経
営
人
材
育
成
に
つ
な
げ

る
「
経
営
デ
ザ
イ
ン
認
証
」
を

取
得
し
た
。
３
日
に
東
京
都
で

開
か
れ
た
認
証
式
に
塩
田
社
長

と
申
請
メ
ン
バ
ー
３
人
が
出

席
。
今
後
も
「
経
営
の
設
計

図
」
を
活
用
し
、
持
続
的
な
価

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
徹
底
を

呼
び
掛
け
る
嶋
田
部
会
長

道警に協力 ステッカー貼付
日
本
郵
便
北
海
道
支
社
な
ど

い
わ
べ
物
流
10
周
年

Ｃ
Ｍ
活
用･

Ｓ
Ｎ
Ｓ
公
開

取
引
労
働
改
善
岩
手
協

コ
メ･

野
菜
輸
送
を
効
率
化

統
一
フ
レ
コ
ン
や
拠
点
集
約

福島協

働
き
方
改
革

重
要
性
を
周
知

24
年
問
題

状
況
把
握
へ
調
査

あ
い
さ
つ
す
る
小
野
田
支
部

長

宮ト協石巻支部

労災ゼロ運動 認定交付

36事業所が達成

栄
冠
運
輸

小
学
校
で
除
排
雪

地
域
貢
献
の
一
環
と

し
て
、
卒
業
式
前
に

例
年
実
施
（
滝
川
第

一
小
学
校
）

車
の
死
角
を
確
認
す

る
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を

体
験

高
齢
者
対
象
に
交
安
事
業

札
ト
協
北
支
部


人
が
企
画
体
験

ヨ
コ
ウ
ン

｢経営デザイン認証｣取得

持続的な価値創造に力

取
引
労
働
改
善
秋
田
協

現
場
の
変
化
な
ど
共
有

巡
回
指
導
で
の

重
点
項
目
学
ぶ

秋
ト
協
長
距
離
部
会

宣誓式には淨土支社長㊧のほか、豊平郵便

局で集配業務を担当する田中氏らが出席

事
故
防
止
へ
講
習

福
ト
協
県
中
支
部

８2025年(令和7年) 3 月25日(火曜日)第 3 種郵便物認可 東　日　本


